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~ ツールを利用した環境負荷低減活動（社内実践のご紹介） ~
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富士通グループの環境活動

先進グリーンICTの社内実践

環境経営ダッシュボード、エネルギーマネジメント

ツールを活用した社内実践事例（今夏の節電対策）

•共同使用制限スキーム

•蓄熱槽活用によるピークカット

クラウド環境

先進グリーンICTの今後の展開

本日の内容

1



Copyright 2011 FUJITSU LIMITED

富士通グループの環境活動
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富士通グループの環境活動体系

９０年代前半より策定・実行し
てきた、具体的な環境活動目
標を設定した「環境行動計画」

Ｇ８サミットを踏まえＣＯ２排出量
をピークアウトさせるための貢献
低炭素で豊かな世界を目指す

グローバルな
環境課題への対応

活動の領域
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第６期富士通グループ環境行動計画(2010～2012年度)

中期環境ビジョン「Green Policy 2020」からバックキャスティングし策定

第５期環境行動計画の成果と課題、およびグローバルな環境課題を考慮

６つの重点分野、18項目の具体的な活動目標を設定

第6期富士通グループ環境行動計画

６つの重点分野、具体的な18項目の活動目標

●グリーンICTの研究開発の強化（新規）

●製品ｻｰﾋﾞｽの環境価値向上とｸﾞﾘｰﾝICTの開発・提供強化

●自らの環境負荷低減の強化

●環境経営基盤の強化

●環境社会貢献活動の推進

●生物多様性保全の推進

Green Policy 2020
３つの目標

お客様・社会全体への貢献

自らの変革

生物多様性の保全
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「2011 富士通グループ社会・環境報告書」

重要課題1 ICTによる機会と安心の提供

重要課題2 地球環境保全への対応

重要課題3･4 多様性の受容・人材育成

重要課題5 ステークホルダーとの対話と協力

特集記事の例

重要課題1 ICTによる機会と安心の提供

重要課題2 地球環境保全への対応

重要課題3･4 多様性の受容・人材育成

重要課題5 ステークホルダーとの対話と協力

特集記事の例

・ 東日本大震災に対する富士通グループの
対応について

・ スーパーコンピュータ「京」による豊かで夢
のある未来の創造

・ グリーンICTによる低炭素で豊かな社会の
実現

編集方針

今年は、昨年の12月に制定されたCSR基本方針に則り、５つの重要課題

に基づき報告。環境はもちろんのことCSR以外の情報についても充実
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Green Policy Innovation：

富士通グループが培ってきた環境保全に関するテクノロジーや

ノウハウを活かしたソリューション、ICTインフラをお客様に提供

することで、お客様や社会全体の環境負荷低減をめざすもの

先進グリーンICTの社内実践
お客様・社会の環境負荷低減をめざすGreen Policy 
Innovationにおける、先端グリーンICTの社内実践
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富士通グループでは、これまでも環境活動においてICTを積極的
に活用。環境活動のさらなる高度化を図っていくため、 自らが
先進のグリーンICTを導入・実践する「社内実践プロジェクト」を
2010年度より開始。

先進グリーンICTの社内実践

再生可能エネルギーの
最適運用

製造物単位のエネルギー
コスト見える化

ICTファシリティ電力消費
の削減

人・機器単位の消費電力
見える化

Office

Data
Center

Factory

R＆D

Management ・環境経営の実践
・エネルギーマネジメント
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Manage-
ment

環境経営の実践には、経営・環境に関する情報を一元的に
集約し、意思決定や判断に活かすことで環境経営を高度化

環境経営ダッシュボード

環境活動
意思決定や判断

経営層・
管理担当者

一般社員

自主的な行動を
行えるよう支援

***

**

**

**

各階層に必要となる情報を
自動集約し、経営指標に加工して

ポータル画面で視覚的に表示

表示情報の例
• 節電対策の目標、実績値管理

（共同使用制限スキーム情報）
• エネルギーマネジメント
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部門毎にエネルギー使用状況を把握

部門の働き方に即した新たな施策の発掘により、エネルギー効率の向上に
つなげていく

エネルギーマネジメントの高度化
Manage-

ment

建屋・フロア・部門単位のエネルギー使用量・効率指標を
見える化し、より細かい単位で把握、ＰＤＣＡ構築

１F

２F

３F

４F

５F

６F

エリア
A

エリア
B

エリア
C

エリア
D

改善点の可視化

各拠点の事業特性に応じた
効率化指標 可視化

9



Copyright 2011 FUJITSU LIMITED

ツールを活用した社内実践事例
（今夏の節電対策）

共同使用制限スキーム

蓄熱槽活用によるピークカット
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（万kW）

東京

電力

東北

電力

中部

電力

関西

電力

想定需要
（電力最大値）

6,000 1,480 2,560 3,138

供給力見通
し（融通後）

5,380 1,370 2,615 2,938

供給不足

（需要抑制率）
▲10.3% ▲7.4% 2.1% ▲6.4%

今夏の東京電力/東北電力管内の節電対策

規制の背景となっている今夏電力の需要と供給のバランスは、
▲7.4～10.3%（2011.5.11時点）の供給不足

⇒ 事業者に15%の削減要請

出所：「夏期の電力需給対策について」のポイント(http://www.meti.go.jp/earthquake/electricity_supply/0513_electricity_supply_01_00.pdf)
緊急安全対策と今夏の中部電力の需給対策について(http://www.meti.go.jp/earthquake/electricity_supply/0513_electricity_supply_03_00.pdf)
関西電力ホームページ(http://www.kepco.co.jp/pressre/2011/__icsFiles/afieldfile/2011/06/10/0610_1j_01.pdf)
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共同使用制限スキーム

出所：夏期の電力使用制限に関する経済産業省からのお願い(http://www.meti.go.jp/earthquake/shiyoseigen/pdf/gaiyo110601-01.pdf)

共同使用制限スキームの構成

同一会社内の複数の工場

同業・異業の工場

スキームを活用した取り組み例

0 7 12 14 19 21 26 (時間)

操業・営業時間のシフト

準備 製造 停止

ｸﾞﾙｰﾌﾟ

A
B
A

C

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

A事業所

B事業所

C事業所

D事業所

休業日の分散

富士通グループとして使用する重要な制度
複数の大口需要家の事業所が共同して使用最大電力の

抑制に取り組むことで、使用最大電力を削減するスキーム
⇒ 一日の使用電力のカーブが重ならない事業所を組み合わせピーク電力抑制
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活用例：グループ単位での可視化

自家発電機
を保有

① 生産計画に応じた使用
予定電力を連絡（週単位）

② 当日の事業所合計電力から制
限値を超過しないよう 自家発
電機を稼働 Ａ工場

Ｂ工場

Ｃ工場

Ｄ工場

東京電力管内での共同使用制限スキームの運用

③施策実施
・工場での節電対策
・サーバ類の節電対策
・移設可能な製造ラインやオフィスの集約、東京電力／東北電力管外への移転等

④緊急対策
・シナリオに基づく対策

時間

電
力
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活用例：共同スキームによる対応事例（１）

4工場の当日の時間毎の電力を「リアルタイム」で表示
⇒スキームの検討、事前管理、当日の運用管理、電力会社全体の管理

Ａ工場 Ｂ工場

Ｃ工場 Ｄ工場

電
力

時間

電
力

時間

電
力

時間

電
力

時間

14



Copyright 2011 FUJITSU LIMITED

活用例：共同スキームによる対応事例（２）

4工場の当日の時間毎の電力を「合計デマンド値」で表示

節電目標

合計デマンド

事業所毎デマンド
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節電対策活動（省エネ含む）の実績

政府の規制である15%削減に対し、富士通グループでは、
▲20%削減を原則とし、必達目標▲15%で取り組む

東京電力/東北電力管内は、昨夏ピーク又は契約電力比
▲20%～41%、関西電力管内は昨夏ピーク電力比▲10～20%
電力量ベースでは、前年度比▲3～8%の削減

東京電力・
東北電力管内

関西電力
管内

その他

目標 政府要請 ▲15% ▲10% －

当社設定目標 ▲20% ▲10% ▲ 5％

実績 電力*1 ▲20％～▲41％ ▲10%～▲20％ －

電力量*2 ▲ 8％ ▲ 6 ％ ▲ 3％

▲5.6％
*1 ： 7/1～9/9迄の実績 *2 ： 4月 ～ 7月度迄の累計実績（前年度比）

16



Copyright 2011 FUJITSU LIMITED

ツールを活用した社内実践事例
(今夏の節電対策)

共同使用制限スキーム

蓄熱槽活用によるピークカット

17
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蓄熱槽活用によるピークカット（１）

蓄熱槽とは、夜間の電力で冷熱（冷水）を蓄熱槽に蓄え、
昼間の空調に利用するシステム

⇒ ピークカットを行うには、使用側の一日の使い方や、
外気温度等の需要側の状況に応じ供給側の運転状況を検討

データの最適な組み合わせによる、ピークカットのチューニングフローの可視化

冷凍機製造熱量

空調機負荷

蓄熱量

電力（建屋・負荷）

室温

負荷率

外気量

搬送水量

電力量（冷却塔）

機器運転状態

空調給気温度

水温（蓄熱槽）

電力量（冷凍機） 搬送圧力

ピークカットに必要な主なデータ収集
型式：ATNF-241（1995年設置）
能力：180USRT（冷媒 R-134a）
動力：132kW（6,600V）
用途：建屋空調機（1～4階）
制御：三方弁（混合型）・一定流量制御
蓄熱槽：800立方メートル
空調機：１～4階（外気混合型）

冷凍機

冷却塔

空調機（１～4階）

能力：180USRT
動力：132kW（6,600V）
用途：建屋空調機（1～4階）
蓄熱槽：800立方メートル
空調機：１～4階（外気混合型）

2.6kW

6.2kW 3.8kW 7.6kW 7.0kW

14.6℃ 9.8℃

79.2kW

9.2kW
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蓄熱槽活用によるピークカット（２）

空調負荷状況の把握

実施判断

蓄熱量と空調負荷との比較

システム効率向上に向けたチューニングフローの「実施判断」

空調機負荷

時間帯毎の空調負荷を集計。（需要側）

蓄熱量負荷率

蓄熱量と空調負荷との割合

夜間、昼間の活用時間判断・運用

冷凍機能力、蓄熱量把握。外気温（供給側）

冷凍機製造熱量機器運転状態 空調給気温度
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蓄熱槽活用によるピークカット（３）

室温維持の確認（外気相関）

蓄熱量と空調負荷との比較

品質確認

システム効率向上に向けたチューニングフローの「品質確認」

温度（室内・外気）

室内、外気温度、蓄熱槽温度等の状況確認

蓄熱量空調機負荷

事前の想定との比較（空調負荷・蓄熱槽温度）

室内環境・機器運転状態の品質確認

蓄熱量の推移の把握（無理のない運転か）

水温（蓄熱槽） 電力（負荷） 冷凍機製造熱量
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蓄熱槽活用によるピークカット（４）

効果検証

最大電力・電力量比較

電力量（全機器）比較

システム効率向上に向けたチューニングフローの「効果検証」

最大電力、電力量の効果確認

さらなる効果向上の検討（設備・ソフト）

効果検証、ﾁｭｰﾆﾝｸﾞﾌﾛｰの見直し

システム全体での電力量削減効果確認

電力（建屋・負荷） 電力量（冷却塔）電力量（冷凍機）

搬送水量機器運転状態 水温（蓄熱槽）
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クラウド環境

22



システム全体イメージ

各
拠
点

富
士
通
デ
ー
タ
セ
ン
タ

ダッシュボード

PIシステム法・条令対応システムなど

Data Collection & Buffering Server

PI Server基幹
データ

環境共通DWH

環境共通DWH 環境経営ダッシュボード

基幹
データ

基幹
データ

基幹
データ

スマート
コンセント

太陽光発電 電力監視装置
温度センサ
（壁面緑化）

ビル管理

Copyright 2011 FUJITSU LIMITED23

***

**

**

**
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クラウド環境

仮想化

パパフォーマンス管理システム

MySQL
Linux

PIシステムのクラウド化

Copyright 2011 FUJITSU LIMITED

節電対策、高度なエネルギーマネジメントを実現するには、全国の
拠点の様々なシステム情報や大量のエネルギーデータを収集、管理
活用していくかが課題。これを解決するためにクラウド環境を構築
今回はPIシステムをはじめとするデータ収集に必要なサーバをクラウ
ド環境に構築。常に最適化された環境で安定した性能を保つ仕組み

運用管理者 一般利用者各
拠
点

富
士
通
デ
ー
タ
セ
ン
タ

CPU DISKメモリ

仮想化

PIシステム

SQLServer
Windows
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PIシステムの適用とメリット
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・大量のデータ収集、又は増加により
多岐、多様なインターフェイスが必要

PIシステム

Data
電力Data

Data電力
Data

Data電力Data
Data電力Data

Data電力Data

Data
電力Data

分析資料

②大量データを独自の圧縮
技術によりコンパクト化し
蓄積可能

③クラインアントツールが
用意され、使いたい機能
だけを好きなときに使える

① 多数のインターフェイスを
標準装備。導入期間短縮、
開発コスト削減

今回、データ管理の中心に位置するエネルギーマネジメント
ツールには、OSIsoft社様のPIシステムを適用
一律の仕様によって提供されるシステムでは不可能な、立場、目的
によりその時、その人がほしいデータを組み合わせ自由に分析
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先進グリーンICTの今後の展開

26
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先進グリーンICTの今後の展開（１）

従来
今夏

今後CO2排出量対策
•エネルギー使用量
削減

•高効率化
•燃料転換

ピーク電力
•ピークカット
•平準化

今後中長期的に予測され
るエネルギー供給リスクへ
の対応という視点で、新た
なエネルギー計画の立案
•エネルギー効率向上
•リスクマネジメント強化

今回の震災により、エネルギーに対する意識、価値観は
社会全体で大きく変化が生じた
エネルギーは事業活動を行う上での重要なリソースであり、
また、経営リスクでもあることを認識

27
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先進グリーンICTの今後の展開（２）

Green Reference for Tomorrow

お客様・社会の環境負荷を低減

ノウハウ・知見をGreen ICTに役立て

競争力の高い高付加価値
の製品をいち早く、より低い
ｴﾈﾙｷﾞｰｺｽﾄで市場に提供

一人ひとりの省ｴﾈﾏｲﾝﾄﾞの
向上を図ると共に、効率的な
ﾜｰｸｽﾀｲﾙを実現

ｴﾈﾙｷﾞｰ利用を効率化し、
ものづくりの生産性を向上

急拡大するｸﾗｳﾄﾞ時代の
ﾈｯﾄﾜｰｸ社会の基盤を、
より効率的に運用

Office

Data CenterFactory

R＆D

Management 経営・環境に関する全ての情報を一元的に
集約し、高度なｴﾈﾏﾈと真の環境経営を実現

Green Policy Solution Green Policy Products

新たな先進グリーンICTの社内実践

富士通グループでは、新しい環境負荷低減技術を自らいち早く導入実践、そこで得られたノウハウや知見を製品や
ソリューション・サービスに役立てる取り組みを「Green Reference for Tomorrow」と名づけて推進しています。
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例１）再生可能エネルギーの普及促進

Copyright 2011 FUJITSU LIMITED

R&D

スーパーコンピュータを用いたシミュレーションにより
蓄電池の最適な運用を実現

ICTが支えるスマートコミュニティ

29
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機器や人単位で電力消費の見える化し
省エネ施策の立案やワークスタイルの変革を促進

例２）人・機器単位の電力消費の改善

富士通の一部の
オフィスで導入

・社員の省エネ意識が向上

・消費電力を月平均約15%削減
（2010年5月～10月）

スマートコンセント
接続した機器の
消費電力を検出できる

自分の電力消費を、
パソコンで閲覧

Office

ICT資産やセキュリティ管理情報との連携もトライアル予定
30
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電源

空調

照明

IT機器

ファシリティ電力で

40%削減

最適な空調システムをシミュレーション、ファシリティの省エネを実現

【熱流体シミュレーション】

システムセンター

（富士通実績）

55%55%

空調
40%

電源
13%

照明
2%

IT機器
45%

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ

例３）ICTファシリティの電力の削減
Data 

Center

・空調機の消費電力低減
⇒CO2等の温室効果ガス排出量を削減

・熱溜まりを解決
⇒適正な温度環境構築によるシステム

の安定稼動

床下ケーブル等の
障害物をモデル化

整流板による効率
的な床下送風を
シミュレーション

31
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